


































ーション行為である。広告コピーはこのような広告で用いられる宣伝の言葉 一方、レトリックとは、 「あらゆる話題に対して魅力的なことばで人を説得する技術体系である」 （瀬戸賢一（二〇〇二） 『日本語 レトリック』 ） 。広告コピーはあくまでも文章の一種類で その表現はレトリックと親密な関係を持っている。広告コピーとレトリックは同じく表現に力を入れて、同じく受け手 説得 目指しているため、 和性が極めて高いと思われる。さらに、広告コピーの作成には、レトリックは理論フレームとしての役割を果たしている。　
反復のレトリックは語句の反復、音の反復、構成の反復
の三種類がある。各種類の繰り返す回数 つい は、 「語句と構成の反復は二度以上繰り返すこと、音の反復の場合は、語 発音が同じであれば、二度以上繰り返すこと、音
節の発音であれば、三度以上繰り返すこと」とした。次に、リズムと反復の関係について、本稿は「リズム」を反復の一種類として扱わなく、レトリック中の独立の一種類として扱うことにした。最後に、反復の効果について考察した。まとめると、反復は「強調」 「 ズムを生じる」 、 「注意を呼び起こす」 「差異を強調する」などの効果がある。　
列叙は「同位の要素（語や句、もしくは文）を二つ以上
並べあげる」 。次に 列叙の秩序について、列叙には秩序のある場合と秩序のない場合がある。秩序がある場合は音声上の秩序と内容の意味上の秩序 いう二 のパターンがある。続いて、列叙と反復の関連性について考察して、下位クラスに同じ技法がある以外、本稿が考察した広告コピーが列叙でも反復でもある例も多かった。最後に、列叙の効果について、まとめる 、列叙は「インパクトを与え「印象を鮮明にする」 「説得力を増す」 「力強く表現するなどの がある。　
本稿は広告コピーという種類の文章を題材として、レト
リックとの相互関係を考察した。また、複雑かつ大量 技法があるレトリックの中から、反復 列叙を取り上げて、広告コピーを対象にして考察した。同じ 」 目指しているレトリックと広告コピーはとて 親和性が高い 考えられた。また、広告コピーの作成に、理論指導を提供しているレトリックは不可欠の存在であることが分かった。
